
福島大学研究年報編集・投稿規定

�、性格規定
１．本研究年報は、大学が重点的に配分する研究経費に基づく研究成果を公表することを目的とする。

２．大学が重点的に配分する研究経費は、以下のとおりである。

�プロジェクト研究推進経費
�外部資金獲得力向上経費
３．本研究年報は、論文及び研究成果報告書をもって構成する。論文及び研究成果報告書の詳細については、以

下に記載する。

�、募集・刊行
１．本研究年報に関する原稿の募集期限は９月末日とし、同年１２月３１日付けで刊行する。

２．論文については投稿締め切り日をもって受理日とし、論文末尾にこれを記載する。

�、担当委員会及び事務部
１．本研究年報の編集及び出版にかかる作業は研究推進委員会内に設置される研究年報編集委員会が行い、投稿

論文の掲載の可否及び研究成果報告書の体裁や形式にかかる調整を担当する。

２．本研究年報の刊行にかかる事務は研究協力課が行い、発送業務は附属図書館及び関係部署において行う（送

付先が大学の場合は附属図書館宛に送付）。

�、論 文

１．論文は、前年度の重点的予算に基づく研究成果を論文形態で公表するものであり、その内容により「論文」

と「調査報告」に分けられる。「論文」には査読（レフェリー）制度を適用する。

２．「論文」「調査報告」は刷り上がり１０頁（４００字詰め原稿用紙換算で５０枚）を上限とし、下限は定めない。

３．「論文」「調査報告」が制限頁数を越えた場合は、当該論文の投稿者（単位）が越えた分の必要経費を負担す

る。負担額は別に定める。

４．本年報に掲載された「論文」「調査報告」の著作権は福島大学に帰属する。ただし、著作者（単位）自身は、

自分の論文、調査報告の全部または一部を複製、翻訳、翻案などの形で利用することができる。なお、研究年

報の全容は原則として電子化するものとし、附属図書館ホームページを通じてコンピュータ・ネットワーク上

に公開する。

５．「論文」「調査報告」は９月末日までに研究協力課に提出する。

�、禁止事項
１．本研究年報に掲載される論文は、未公刊のものに限る。研究者の倫理に基づき、論文の盗用、ならびに二重

投稿を禁止する。

２．論文の盗用、二重投稿と認められる行為があった場合は、その内容に基づき一定期間本研究年報への投稿を

認めない。

３．論文の盗用、二重投稿と認められる行為があった場合は、大学の説明責任に基づき、その事実関係、大学の

処置について本研究年報誌上に公表するものとする。

�、査 読

１．本研究年報に掲載する論文に査読を義務づける。

２．編集委員会は査読者２名を選任し、論文の査読を依頼する。査読期間はおおむね２週間以内とする。

３．査読者は、必要があれば助言を付して、当該論文の本年報への掲載の可否について編集委員会に意見を述べ

る。投稿者は助言を参照のうえ、必要があれば論文の加筆、訂正等を行うものとする。
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�、研究成果報告書
１．大学が重点的に配分した研究経費による研究成果の報告を、本研究年報に掲載する。

２．大学から重点的研究経費の配分を受けた者（単位）は、別に定める様式により４月末日までに研究成果報告

書を研究協力課に提出する。

�、配 布

本研究年報の配布先は、以下のとおりとする。

�国立国会図書館
�本学と機関誌交換による研究交流のある全国公私立大学、短期大学、国立工業高等専門学校
�海外の交流協定締結大学
�福島県立図書館、ならびに県内公立図書館
�本学教員
�上記以外に、本年報の配布を必要とする機関

�、編集細則、執筆要領
本研究年報の編集にかかる細則、ならびに執筆要領は別に定める。

本規定は平成１７年１１月２日から施行する。

本規定は平成２３年１２月３１日から施行する。

２０１２年１月 福島大学研究年報 第７号 １３１




